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Tumorは徐々にくずれてきた。 Tumorは以後増大を
続け， 1年後には daumenkuppengrosになる。また，
胸部レ線像で rs-Hilus，bds同 Lungeに metastatische 
Schattenが認められる。
討論
竹内(達): 他への Metastaseがある場合，どの程度
の延命があるか。試験切除はどうか。
宮治: 1年以上の場合もある。試験切除はしていな 
、。u
竹内(勝): 試験切除については，米国ではとれとい
うが，欧州ではとるなという。こういった例もあり，や
めた方がよいと思う。 
5. 	 当科における皮膚悪性腫療
木村英夫 
1967年度における当科の基底細胞癌は 3例，有線細胞
癌 12例， 悪性黒色腫 l例のうち有糠細胞癌の 7例と悪
性黒色腫の l例について，その臨床経過ならびに組織学
的所見について述べる。
討論
竹内(勝): 臨床写真を中心に供覧したが Dermopan
に抗するものでも，ブレオマイシンが効いている例もあ
る。 
6. Nαevus Sebaceus，Syringocystadenoma Papilliferum 
合併例
斎藤総明(君津中央).市川崎 
5歳男子。生来左側頭部に完全脱毛を伴った淡黄褐色
の広範な扇平隆起性局面あり。最近その所々に小指頭大
までの乳噴状腫癌が数コ発生，乳鴫状腫癌部を含めた被
覆上皮は過角化・表皮稜延長肥厚，これに対応し乳頭腫
様増殖をみ，沈状母斑像を呈する。表皮稜直下ないし末
端に連続し多数の成熟脂線群が存在する。手L噴状変化部
では嚢胞性の陥入が表皮より真皮内に下向性に生じ，嚢
胞腔に多数の紋毛状突起を出す。嚢胞壁は定型的部分で
は真皮側より段子状，その上に円柱状の 2例の細胞より
なる。
討論
山崎(勲): 本例は naevus sebaceus，syringocyst-
adenoma papilliferumとの合併として差支えない。多
数の脂肪母斑の組織を捜すと，硬母斑の naevuspapi1-
1aris よりしだいに脂肪増殖し，典型的脂肪母斑に至る
ものを見る。要するに， one path010gica1 chainの中
にあり，時には，頭部脂肪上皮腫性母斑の型，あるいは 
epithe1ioma adenoide's の所見など一連の腫療の移行
が存在する。
内海: 二層構造が典型的でない点は， まだ成熟しな
い移行型のものと考えられる。 
7. Tuberculosis verrucosa cutis 
石井孝男 
46歳男。約 10年前より左軍事部に半円形の沈状丘疹を
呈する皮疹あり。疹痛，癌庫感欠除。
組織所見にて，表皮の角質増生，肥厚あり。真皮に
は，乳頭の延長および上層にラングハンス型巨細胞を含
む小円形細胞の浸潤が著明である。中層以上には壊死巣
も散見される。
内服化学療法のみにて急速に皮疹の改善を見た。
討論
竹内(勝): 診断・治療について教室ではどうか。
岡本: Vu1garisはあったが， verrucosa cutisは 10
年来ないと思う。
斎藤(恭): 山形では，昨年 3例あり，多いようだ。
松永: vu1garisを verrucosaと改題された理由は?
石井: 臨床的に verr山むな変化の強いことと組織
学的に，真皮全層に小円形細胞浸潤があり，下層に 
Nekroseや，非特異的な膿癌形成がみられたことであ
る。 
8. Sclerodermia diffusa 
斎藤恭一(山形県立中央) 
9. 診断例(皮膚結節性アレルギー疹?)
斎藤恭一(山形県立中央)
(以上 2題抄録欠) 
10. KASABACH品 ERRITT症候群の 1例
内海混 
5ヵ月女児，生下時体重 3300kg多少難産，その他家
族歴，既往歴に特記すべきことなし。生下時より左手背
鳩卵大腫虜，平坦に隆起して暗黒紫色，多少熱感。表面
に鮮紅色蚕頭大~帽針頭大小結節・小丘疹あり，皮下組
織に対して可動性なし。腕関節・前時近傍に微細な出血
斑(?)を混ぜる血管拡張像。圧痛不明。
栄養佳良・食慾旺盛・睡眠・掬泣・排便正常。骨レ像
・胸部レ像・ EKG正常。入院観察中，最悪期血小板数 
11880出血時間 37分，肝腎正常， )レンペ Jレレーデ(掛)， 
紫斑(十)。 
C060 3000 curie，7x7 cm照射野 100r 13回計 1300 
